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４
月
13
日
㈰
～
10
月
13
日（
月・祝
）

問
企
画
戦
略
課
企
画
政
策
室
（
☎
75
‐
８
９
２
５
）

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪・関
西
万
博
）

閉幕
　

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
は
約
６
カ
月

（
１
８
４
日
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
10
月
13
日

（
月・祝
）
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
会
期
中
は
「
食
」

や
ブ
ル
ボ
ン
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
村
上
な
ど
を
紹
介
。

ま
た
、
８
月
下
旬
に
は
市
内
中
学
生
の
代
表
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

■
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
展

　
７
月
28
日
㈪
～
31
日
㈭
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
４

万
５
５
０
０
人
が
来
場
し
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
本
市
の
「
村
上
茶
飯
と
塩
引
き
鮭
の
お
に
ぎ

り
」
は
４
日
間
で
８
６
９
個
を
販
売
し
、
特
産
品

も
全
て
完
売
。
期
間
中
多
く
の
来
場
者
に
食
を
通

じ
て
村
上
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
西
圏
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し

込
み
が
、
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
前
年
度
比
１

４
０
％
に
な
る
な
ど
、
本
市
と
関
西
圏
と
の
つ
な

が
り
が
一
層
強
ま
り
ま
し
た
。

■
万
博
お
に
ぎ
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社
の
「
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｉ　

Ｗ
Ｏ
Ｗ
！
」
ブ
ー
ス
で
は
、
日
本
各
地
の
食
材
や
世
界

各
国
の
味
を
取
り
入
れ
た
お
に
ぎ
り
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
た
定
番
お
に
ぎ
り
４
種

に
、
村
上
市
の
「
塩
引
き
鮭
」
が
採
用
さ
れ
、
最
も
売

れ
た
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
万
博
で
の
お
に
ぎ
り
販
売
を
記
念
し
て
、
購

入
し
た
人
を
対
象
に
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
や
瀬
波
温

泉
の
優
待
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

■
「
い
わ
ふ
ね
杉
」
を
Ｐ
Ｒ

　

５
月
８
日
㈭
、
市
内
の
林
業
関
係
者
で
結
成
さ
れ
た

「
次
世
代
の
集
い
」
が
、「
い
わ
ふ
ね
杉
の
カ
ケ
ラ
に
ふ

れ
よ
う
」
と
題
し
て
出
展
。「
い
わ
ふ
ね
杉
」
を
使
っ

た
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
を
実
施
し
て
、
老
若
男
女
、
国

籍
を
問
わ
ず
多
く
の
来
場
者
か
ら
好
評
で
、「
い
わ
ふ

ね
杉
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
万
博
会
場
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
が
登
場

　

７
月
27
日
㈰
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ベ
ス
ト
ト
リ
ッ

ク
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
施
設
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
高
橋
村
上
市
長
）

推
薦
の
ラ
イ
ダ
ー
が
参
加
し
、
村
上
市
か
ら
は
甲
斐
穂

澄
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ル
ボ
ン
ス
ケ
ー

ト
パ
ー
ク
村
上
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
協

議
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
で
Ｎ
Ｇ
Ｔ
48
の
清
司
麗
菜
さ
ん
も

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
に
出
演
し
て
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

写
真
提
供
：
万
博
首
長
連
合
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８
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫
の

２
日
間
、
市
の
派
遣
事
業
と

し
て
、
市
内
中
学
生
の
代
表

生
徒
７
人
が
大
阪
・
関
西
万

博
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
世

界
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
巡

り
、
展
示
物
を
見
学
し
な
が

ら
、
そ
の
国
の
伝
統
や
文
化
、

未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
代

表
生
徒
７
人
は
異
な
る
文
化

を
深
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
生
徒
は
そ
の
学
び

を
自
ら
の
学
校
や
地
域
の
小

学
校
に
伝
え
、
体
験
を
共
有

し
て
い
く
予
定
で
す
。

各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

　

大
阪
・
関
西
万
博
で
特
に
心
に

残
っ
た
の
は
、
韓
国
の
パ
ビ
リ
オ

ン
で
す
。私
た
ち
の
声
を
使
っ
て
、

音
楽
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

音
楽
に
光
の
演
出
が
加
わ
り
、
と

て
も
幻
想
的
で
し
た
。
全
体
を
通

し
て
、
私
は
各
国
の
文
化
や
最
先

端
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
や
は
り

先
進
国
で
の
技
術
発
展
が
大
き
く

進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
他
の
学
校
の
生
徒
と

巡
る
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

中
学
校
最
後
の
夏
休
み
の
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
や
思

い
出
を
、
自
分
の
人
生
の
糧
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
へ
行
っ
て

　

万
博
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
大
屋

根
リ
ン
グ
に
は
、
と
て
も
立
派
で

大
き
な
柱
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
柱
に
は
、
日
本
の
伝
統

的
な
貫
接
合
と
い
う
技
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ネ
ジ
を
一
本

も
使
わ
な
い
方
法
で
す
。
日
本
の

建
築
技
術
の
す
ご
さ
が
と
て
も
誇

り
に
思
え
ま
し
た
。

　

万
博
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
こ
れ

か
ら
の
将
来
や
村
上
市
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
体
験

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
今
年
し
か

開
催
さ
れ
な
い
の
で
、
一
生
に
一

度
の
体
験
を
全
力
で
学
び
、
全
力

で
楽
し
む
姿
勢
で
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
し
て
、
各
国
の
伝

統
や
英
知
、
技
術
が
交
わ
る
万
博

で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
特
に
、
世
界
全
体
の
目
標
で

あ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
」
に
つ

い
て
の
視
点
は
ど
の
国
に
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
く
べ
き

課
題
だ
と
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
び
、
感
じ
た
こ
と
が
よ

り
よ
い
社
会
の
発
展
へ
つ
な
が
る

よ
う
に
、
周
り
へ
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
。

世
界
各
国
の
魅
力

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
パ
ビ
リ

オ
ン
で
す
。
初
め
て
見
た
よ
う
な

動
物
の
映
像
が
流
れ
た
り
、
無
数

の
木
々
に
囲
ま
れ
て
い
た
り
し
て

と
て
も
印
象
に
残
り
、
歩
く
の
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
に
行
っ
て
、

未
来
の
技
術
や
近
未
来
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
。
他
の
学
校
の
人
た
ち
と
回
る

の
は
少
し
心
配
で
し
た
が
、
最
後

に
は
、
み
ん
な
と
回
れ
て
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。
中
学
校
生

活
最
後
の
夏
休
み
は
、
最
高
の
思

い
出
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

万
博
が
開
く
、
世
界
の
未
来

　

パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
文
化
や
未
来
へ
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
世
界
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
工
夫
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
国
を
知

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

万
博
に
行
く
ま
で
は
「
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

強
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
は

学
び
や
気
付
き
の
多
い
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の

学
び
や
自
分
と
村
上
市
の
将
来
に

し
っ
か
り
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大
阪
万
博
で
の
体
験
や
学
ん
だ
こ
と

　

大
屋
根
リ
ン
グ
に
登
っ
て
万
博

全
体
の
景
色
を
見
て
み
る
と
、
目

に
収
ま
り
き
ら
な
い
ほ
ど
大
き

く
、
た
く
さ
ん
の
パ
ビ
リ
オ
ン
が

あ
り
、
万
博
へ
の
各
国
へ
の
熱
意

や
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
を
通
し
て
世
界
を
実

際
に
見
て
、
そ
の
大
き
さ
や
い
く

つ
も
の
文
化
、
歴
史
が
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
自
分
が
将
来

や
り
た
い
こ
と
を
考
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

万
博
で
学
び
、
体
験
で
き
た
こ
と

　

ど
の
パ
ビ
リ
オ
ン
も
外
観
に
各

国
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
奇
麗
で
し
た
。
中
に
入
る
と
そ

の
国
の
現
地
の
人
が
温
か
く
迎
え

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
ダ
ン
ス
や
楽

器
の
演
奏
を
し
て
く
れ
て
、
生
で

文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
行
く

こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
文
化
や
技
術
に
つ
い

て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
と
み
ん
な
に
伝
え
て
、

こ
れ
か
ら
の
村
上
市
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て

も
活
用
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

し
た
。

村上東中学校

南
なん
保
ぼ
　奏

か
夢
のん
さん

朝日中学校

佐
さ
藤
とう
　伶
れい
さん

荒川中学校

渡
わた
邉
なべ
　理

り
央
お
さん

村上第一中学校

川
かわ
村
むら
　凛

り
乃
の
さん

神林中学校

齋
さい
藤
とう
　瑠

る
愛
あ
さん

岩船中学校

鈴
すず
木
き
　颯
そう
太
た
さん

山北中学校

青
あお
木
き
　唯
ゆい
華
か
さん

２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪・関
西
万
博
）へ
市
内
中
学
生
の
代
表
を
派
遣

問
学
校
教
育
課
教
育
総
務
室
（
☎
72
‐
６
８
８
２
）

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
や
技
術
を
体
験
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令和６年度　決算報告
問財政課財務管理室（☎75−8922）

ホームページ

【歳入】
地方交付税　市の財政状況に応じて国税の一部から交付されるお金
市　　　税　市民税や固定資産税など市民の皆さんからの税金
国庫支出金　特定の事業の経費に充てるため、国から交付されるお金
市　　　債　国や市内金融機関から借り入れるお金
譲与税・交付金など
　地方消費税の一部を人口などで案分して県から交付されたお金など
県 支 出 金　特定の事業の経費に充てるため、県から交付されるお金
諸　収　入　延滞金加算金や雑入などどの区分にも属さないお金
分担金および負担金
　保育園入園者負担金や学童保育利用料、各種検診負担金などによるお金
使用料および手数料
　各施設の使用料や証明手数料などによるお金
そ　の　他
　寄附金や繰入金、繰越金などによるお金

※１　健全化判断比率
　健全化判断比率には、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」
「将来負担比率」があります。それぞれの比率が「早期健全化基準」「財政再生
基準」を超えたときは、「財政健全化計画」「財政再生計画」を策定し、国や県
の勧告を受けながら財政の健全化を図ることになります。
※２　実質赤字比率
　住民票の発行や道路建設など市民の皆さんに広く関わる部門を行っている「一
般会計」などの赤字額の比率です。
　令和６年度決算合計は黒字でしたので「−」と表示しています。
※３　連結実質赤字比率
　実質赤字比率に国民健康保険、介護保険、水道、下水道事業などの市で運営
している全ての会計を加えた市全体の赤字額の比率です。
　令和６年度各会計決算合計は黒字でしたので「−」と表示しています。
※４　実質公債費比率
　一般会計などで支払う市債償還金のほか、老人ホーム建設の負担金や特別会
計、一部事務組合の借入金償還の負担分など昨年１年間で債務をどの程度負担
したのかを判断する比率です。
　早期健全化基準の25％を超えると市債の発行が制限され、市独自の施策が
難しくなります。

※５　将来負担比率
　これから先の負担が、どのくらいあるのかを示す比率です。市債の残高や福
祉施設建設への負担、特別会計、一部事務組合の借入金への負担金、職員の退
職金など、将来、財政を圧迫する可能性のある負担をもとに算定されます。市
の比率は、早期健全化基準を大きく下回っていますが、今後も市債の発行を抑
えるなど、負担の軽減に努めます。
※６　資金不足比率
　上水道事業や下水道事業などの公営企業の資金不足を事業規模である料金収
入と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示す比率です。
　流動資産が流動負債（解消可能資金不足額を控除した）を上回るため、資金
不足はありませんでしたので「−」と表示しています。

【歳出】
民　生　費　高齢者や障がい者福祉、医療、子育てなど
土　木　費　道路や河川、公園の整備や管理など
教　育　費　学校教育、公民館、図書館、スポーツ振興など
公　債　費　市の借金（市債）返済にかかる経費
総　務　費　市役所の運営、まちづくり、防犯、選挙など
衛　生　費　健診、予防接種、ごみ収集処理など
農林水産業費　農業用施設、林道、農業振興など
消　防　費　消防、救急、防災対策など
商　工　費　観光、産業振興、企業誘致など
災害復旧費　災害からの復旧にかかる経費など
そ　の　他　議会費や労働費、諸支出金

　令和６年度の一般会計は、歳入総額が431億6,419万円、歳出総額が398億1,858万円で、差し引くと
33億4,561万円となり、その額から翌年度へ繰り越すべき財源（繰越事業の財源）を差し引いた収支（実
質収支）が、29億8,741万円で「黒字」となりました。

一般会計

用語の説明用語の説明

■�主に地方交付税、譲与税・交付金などが増加、
県支出金、市債は減少
　地方交付税が５億3,803万円増加、譲与税・交付
金などが３億5,571万円増加しました。県支出金は
15億8,863万円減少、市債は２億5,000万円減少
しました。
　歳入総額は、前年度と比べて5,611万円減少しま
した。

■�主に土木費、教育費が増加、災害復旧費、農林
水産業費は減少
　土木費は除排雪経費の増などにより、８億4,545
万円、消防費は防災行政無線更新工事などにより、
２億9,489万円増加しました。
　災害復旧費は令和４年８月３日からの大雨によ
る災害からの復旧事業の減などにより、22億2,789
万円、農林水産業費は稲作経営緊急支援事業補助
金の減などにより、３億2,525万円減少しました。
　歳出総額は前年度と比べて、１億8,752万円の増
額となりました。

地方交付税
161億3,354万円
37.4％

市税
62億6,742万円
14.5％

国庫支出金
46億576万円
10.7％

市債
33億5,990万円
7.8％

譲与税・交付金など
25億2,507万円
5.8％

県支出金
24億4,088万円
5.6%

諸収入
17億9,148万円
4.2%

分担金および負担金
4億8,598万円
1.1%

使用料および手数料
3億2,756万円
0.8%

その他
52億2,660万円
12.1％

歳入
431億6,419万円

民生費
113億2,451万円
28.4%

土木費
54億5,028万円
13.7%

教育費
36億6,990万円
9.2%

公債費
34億7,600万円
8.7%

総務費
31億8,174万円
8.0%

衛生費
28億9,713万円
7.3%

農林水産業費
26億889万円
6.5%

消防費
24億5,139万円
6.2%

商工費
18億1,785万円
4.6%

災害復旧費
12億9,989万円
3.3%

その他
16億4,100万円
4.1%

歳出
398億1,858万円

市債（借入金）残高

健全化判断比率・資金不足比率

特別会計

　一般会計の市債残高の減少の要因と
して償還額が借入額を上回ったことな
どがあげられます。市債は、主に道路
や学校など長期間利用していく施設な
どの建設費用のための借入金です。
　市債の発行により、次世代の人々に
も費用を負担していただき、世代間の
公平性を考慮しています。

　「地方公共団体の財政の健全化に関
する法律」により、決算に基づいた「健
全化判断比率」と公営企業部門（上水
道事業や下水道事業）の「資金不足比
率」を公表します。
　この比率は、財政の健全度を測るも
ので、令和６年度は全ての比率で基準
を下回っていました。また、監査委員
の監査を受けて市議会に報告していま
す。

　特別会計は、特定の事業を行う場合
にその事業で得られる収入を主な財源
として、事業に係る経費を支出するた
め、一般会計とは別に収支を管理する
会計です。
　特別会計の収支は、全ての会計で黒
字となっています。
　特別会計では、事業の実施にあたり
必要な財源に不足が生じる場合には、
一般会計や基金から資金の繰り入れを
して財源の補填を行っています。

会計名 令和６年度末 令和５年度末
一般会計 323億5,270万円 323億6,664万円
情報通信事業 2億8,499万円 3,733万円
蒲萄スキー場 1億 952万円 9,635万円
上水道事業 46億5,756万円 48億2,226万円
簡易水道事業 14億 867万円 14億7,158万円
下水道事業 261億 826万円 279億7,874万円

健全化判断比率（※１）� （単位：％）
健全化判断比率 令和６年度 令和５年度

（参考）
早期健全化
基　　準

財政再生
基　　準

実質赤字比率（※２） － － 12.29 20.00
連結実質赤字比率（※３） － － 17.29 30.00
実質公債費比率（※４） 11.9 12.0 25.00 35.00
将来負担比率（※５） 69.6 75.6 350.00

資金不足比率（※６）� （単位：％）
会計名 令和６年度 令和５年度

（参考） 経営健全化基準
上水道事業会計 − − 20.00
簡易水道事業会計 − − 20.00
下水道事業会計 − − 20.00
※資金不足額がないため「−」と記載

会計名 歳入 歳出
土地取得 2億1,938万円 2億1,938万円
情報通信事業 4億9,021万円 4億7,853万円
蒲萄スキー場 1億2,766万円 1億 331万円
国民健康保険 56億4,166万円 55億3,529万円
後期高齢者医療 9億4,472万円 9億4,396万円
介護保険 86億 594万円 84億3,826万円
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令和６年度　上下水道事業決算報告
問上下水道課経営企画室（☎66−6192）

ホームページ

上水道事業
料金収入が前年度から2,700万円の減収
　人口減少の影響により給水人口が減少し、有収水量も
落ち込んだ結果、料金収入は前年度比で約2,700万円の
減収となりました。一方で事業経費も削減したため、約
2,000万円の純利益を計上しました。資本的収支では、
収入が約４億4,000万円、支出が約９億8,000万円とな
り、不足分は内部留保資金で補填しました。
　今後は、人口減少による使用量の減少に加え、物価上
昇の影響で維持管理費の増加が見込まれます。
　また、建設改良費への財源として積み立てるには十分
な利益剰余金の確保には至っていないため、事業の合理
化や効率化を進めていきます。

下水道事業
経営維持のため一般会計から約29億6,000万円を繰り入れ
　使用料収入は前年度比1,400万円減収、維持管理費は
前年度比6,600万円増加しました。労務単価や物価上昇
の影響で施設管理委託料が増加したことが主な要因です。
　収益的収支では、一般会計から17億8,000万円を繰り
入れて収入不足を補っています。また、資本的収支では、
企業債の償還などの財源として、一般会計から約11億
8,000万円を繰り入れました。下水道事業全体で、約29
億6,000万円を一般会計から繰り入れを行い経営を維持
しています。
　今後は人口減少に伴う使用料収入の減少や施設の老朽
化による維持管理費の増加が見込まれるため、施設の統
廃合や業務の合理化を進め、経費削減に取り組みます。

簡易水道事業
経営維持のため一般会計から約１億9,000万円を繰り入れ
　料金収入は、前年度比で約600万円の減収となりまし
た。維持管理費は、前年度比で約300万円を削減しまし
た。収支不足を補うため、収益的収支では一般会計から
約１億3,000万円を繰り入れています。
　資本的収支は、収入が２億4,000万円、支出が４億
5,000万円となり、内部留保資金で不足分の２億1,000
万円を補填しています。資本的収支も、企業債の償還金
などの財源として、一般会計から約5,500万円を繰り入
れました。
　老朽化した施設も多く、メンテナンス費用が多く発生
しています。また、営業収支が不足してるうえに、企業
債の償還も必要なため、一般会計から約１億9,000万円
の繰り入れを行っており、繰入金に依存した経営状況と
なっています。

【配水管改良事業】
　・市道浜新田松山線ほか配水管仮設工事� 5,158万円
　・滝矢川改修事業に伴う配水管改良工事� 1,979万円
【災害復旧事業】
　・川部浄水場自家発電機復旧工事� 1億417万円
　・川部浄水場電気計装設備復旧工事� 6,189万円

【主な建設改良工事】
　・村上浄化センター改築更新工事� 3億5,449万円
　・市道府屋勝木線管渠移設工事� 4,070万円
　・南大平地区機能強化（機械設備）工事� 1,465万円
　・泉町ポンプ場放流ゲート設備更新工事� 745万円

【配水管改良事業】
　・市道府屋温出線配水管仮設工事� 2,158万円
　・市道府屋勝木線配水管改良工事� 1,531万円
【災害復旧事業】
　・高根簡易水道施設災害復旧工事� 1億3,384万円
　・高根簡易水道施設前処理ろ過施設設置工事
� 7,048万円

滝矢川改修事業に伴う配水管改良工事滝矢川改修事業に伴う配水管改良工事

市道府屋勝木線配水管改良工事市道府屋勝木線配水管改良工事

【収益的収支】
収
入
支
出

収入 10億5,751万円
支出 10億3,754万円
純利益 1,997万円

水道料金収入
8億4,086万円

一般会計繰入金
200万円

その他
7,603万円

その他
7,725万円

純利益
1,997万円

長期前受金戻入
1億3,862万円

維持管理経費
３億7,918万円

減価償却費
5億8,111万円

【資本的収支】
収
入
支
出

収入 4億4,733万円
内部留保資金 5億3,706万円
支出 9億8,439万円

企業債
2億5,180万円

補助金
8,278万円

一般会計繰入金
1,826万円

その他
9,449万円

内部留保資金
5億3,706万円

建設改良費
5億6,790万円

企業債償還金
4億1,649万円

■上水道事業

【収益的収支】
収
入
支
出

収入 3億825万円
支出 3億808万円
純利益 17万円

水道料金収入
1億3,656万円

長期前受金戻入
3,199万円

その他
279万円

その他
2,154万円

純利益
17万円

一般会計繰入金
1億3,691万円

維持管理経費
1億5,449万円

減価償却費
1億3,205万円

【資本的収支】
収
入
支
出

収入 2億4,323万円
内部留保資金 2億1,332万円
支出 4億5,655万円

企業債
9,620万円

補助金
5,761万円

一般会計繰入金
5,550万円

その他
3,392万円

内部留保資金
2億1,332万円

建設改良費
2億8,394万円

企業債償還金
1億5,911万円

繰入金返還金
1,350万円

■簡易水道事業

【収益的収支】
収
入
支
出

収入 37億1,793万円
支出 37億 531万円
純利益 1,262万円

下水道使用料
8億1,975万円

その他
2,718万円

企業債利息
3億2,299万円

純利益
1,262万円その他

5,761万円

一般会計繰入金
17億7,882万円

長期前受金戻入
10億9,218万円

維持管理経費
10億9,446万円

減価償却費
22億3,025万円

【資本的収支】
収
入
支
出

収入 30億8,146万円
内部留保資金 12億1,122万円
支出 42億9,268万円

企業債
15億8,610万円

補助金
2億8,984万円

その他
2,827万円

一般会計繰入金
11億7,725万円

内部留保資金
12億1,122万円

建設改良費
7億8,194万円

企業債償還金
34億6,508万円

繰入金返還金
4,550万円

その他
16万円

■下水道事業

村上浄化センター改築更新工事村上浄化センター改築更新工事
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村上市の職員数や給与などについて公表します
問総務課人事管理室（☎53−3366）

ホームページ

１　人件費率（令和６年度普通会計決算）

５　給与について
■職員の初任給（令和７年４月１日現在）

区分
村上市 国

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒

初任給
一般行政職 220,000円 188,000円 220,000円 188,000円
技能労務職 − 185,700円

消防職 − 216,400円
※初任給は学校卒業後すぐに採用された場合の月額です

■職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（令和７年４月１日現在）
区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 307,150円 － 326,100円
高校卒 269,100円 286,200円 －

技能労務職 高校卒 － － －
※該当する職員がいない場合は空欄としています

６　手当について（主なもの）
■期末・勤勉手当（令和７年４月１日現在）

支給月
村上市 国

期末 勤勉 期末 勤勉

６月期
1.250月分 1.050月分 1.250月分 1.050月分
(0.6875) (0.5125) (0.70) (0.50)

12月期
1.250月分 1.050月分 1.250月分 1.050月分
(0.6875) (0.5125) (0.70) (0.50)

計
2.50月分 2.10月分 2.50月分 2.10月分
(1.375) (1.025) (1.40) (1.00)

※�（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。再任用職員は、
定年退職などにより退職した後、改めて採用された職員をい
います

■退職手当（令和７年４月１日現在）

区分
村上市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.670月分 24.587月分

市と同額
勤続25年 28.040月分 33.271月分
勤続35年 39.758月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

加算措置 定年前早期退職特例措置
(２～20％加算）

定年前早期退職特例措置
(３～45％加算）

１人当たり
平均支給額 628万円 2,005万円 －

■扶養手当（令和７年４月１日現在）
区分 村上市 国

配偶者 3,000円
市と同額子 11,500円

父母など 6,500円

■住居手当（令和７年４月１日現在）
区分 村上市 国

借家

月額12,000円
以上の家賃を
払っている職
員に対し、家
賃額に応じ最
高27,000円ま
で支給

家賃月額
16,000円以上
最高28,000円
まで支給

■通勤手当（令和７年４月１日現在）
区分 村上市 国

電車やバス
などの交通
機関利用者

運賃の額に
応じて最高
55,000円ま
で支給

市と同額

自動車など
利用者

片道の使用
距離に応じ
て2,900円
～44,100円
まで支給

2,000円～
３1,600円
まで支給

２　職員数（令和７年４月１日現在）　※非常勤職員を除く

区分 職員数 区分 職員数
令和６年度 令和７年度 令和６年度 令和７年度

一般行政
部門

議会 4 4 教育部門 66 63
総務・企画 133 133 消防部門 138 139
税務 26 28 小計 204 202
民生 167 172 水　道 19 18
衛生 51 50 公営企業

など会計
部門

下水道 16 16
農林水産 44 43 その他 24 24
商工 22 21 小　計 59 58
土木 37 38

合　計 747 749
小　計 484 489

４　一般行政職の級別構成比（令和７年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比(%)
７級 政策監 1人 0.3
６級 課長・支所長 16人 4.2

５級 課長・会計管理者・支所長・参事・課長補佐 83人 22.0

４級 副参事・防災専門員 43人 11.4
３級 係長・主査 163人 43.2
２級 主任 35人 9.3
１級 主事・技師 36人 9.6

計 377人 100.0

３　特別職の報酬など（令和７年４月１日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当

給料
市　長 812,400円
副市長 623,500円
教育長 553,500円 ６月期 1.725月分

報酬
議　長 376,900円 12月期 1.725月分
副議長 309,700円 計 3.45月分
議　員 286,600円

※�村上市職員の給与に関する条例に基づく給料表の
級区分による職員数で「標準的な職務内容」とは、
それぞれの級に該当する代表的な職名です

※�普通会計には一般会計のほか、蒲萄スキー
場特別会計や情報通信事業特別会計に従事
する職員の人件費が含まれています
※�人件費には、一般の職員のみではなく特別
職（市長、議員など）の給料や手当、共済
負担金などが含まれています

人件費人件費
67億2,890万円(16.6%)67億2,890万円(16.6%)

歳出総額歳出総額
406億1,980万円406億1,980万円
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歯の健康シリーズ②
若い世代からの歯周病予防こんなときは「成年後見制度」の利用を考えましょう
問保健医療課健康サポート室（☎53−3364）問介護高齢課地域包括支援センター（☎75−8937）

ホームページ

成年後見制度とは
　認知症や知的障がい、精神障がいなどにより、お金の使い方や書類の手続き、福祉サービスなどの契約
を一人で考えて決めることに不安や心配のある人へ、本人の意思を尊重しながら、いろいろな契約や手続
きをサポートする制度です。
次のような場合、成年後見制度を利用してみませんか？

・財産管理や契約手続きに困難を感じたとき
・本人による金銭管理が難しくなってきたとき
・キャッシュカード、銀行印、通帳の管理が難しくなった
・必要な支払いを忘れるようになった

・詐欺被害に遭った
・よく分からないまま高額な契約を結びそうになった

・�自分たちに何かあったら障がいのある子どもの暮らし
が心配
・�身寄りがなく一人暮らしで認知症などの病気になった
時が心配

誰がサポートしてくれるの？ 支援してくれる人を「成年後見人」などといいます。本人の身体の様子
や暮らし方などを確認して、家庭裁判所が決めます。

　ただし、現在の成年後見制度は
　　・利用開始までに数カ月かかります
　　・原則として一度利用すると途中でやめることができません
　　・希望した人が成年後見人などに選ばれない可能性があります

　「歯周病はシニア世代の病気」と思う方も多いと思いますが、
その認識は、もはや過去のものとなりつつあります。実は、20代、
30代そして40代の若い世代でも歯周病は急増しています。特に、
現代社会における生活習慣の変化や、ストレス社会を背景に、若
い世代の歯周病リスクは年々高まっています。
１　若い世代の歯周病の特徴と原因
　若い世代の歯周病の最大の特徴は、自覚症状が少ないにもかか
わらず進行が早いことです。また、忙しい毎日の中で歯磨き時間
が不足しがちなことも、要因の一つです。
２　歯周病のサイン・症状
　早期発見のためには、些細な変化に気づくことが重要です。特
に注意が必要なのは、歯磨き時の出血や気になる口臭です。また、
歯ぐきが赤く腫れている、歯と歯の間に食べ物が詰まりやすいといっ
た症状も歯周病のサインと思われます。これらの症状は、放置す
ると急速に悪化する可能性があります。
３　予防と対策
　予防には、正しい生活習慣の確立が不可欠です。１日２～３回の丁寧な歯磨きはもちろんのこと、デン
タルフロスや歯間ブラシなどの補助的清掃器具の使用も効果的です。さらに、十分な睡眠とバランスの良
い食事を心がけることで、お口の健康だけでなく、全身の健康維持にもつながります。
４　まとめ
　歯周病は、全身の健康にも大きく影響を及ぼします。糖尿病の悪化や心臓病のリスク上昇、早産（低体
重児出産）のリスクそしてアルツハイマー型認知症の悪化などさまざまな疾患と関連があるとされています。
早期発見、早期治療が将来の歯の健康を左右します。定期的な健診で「健口」を保ちましょう。

市の現状
　20代～40代は、歯肉に炎症所見を有する人の割
合が増加傾向にあり、補助的清掃用具の使用率が低
い状況です（表１・２）。
　今年度の成人歯科健診対象者（20・25・30・
35・40・45・50・55・60・65・70歳になる人）
には、７月に受診券を送付しています。ぜひ、受
診してください。

村上市岩船郡健口フェア
と　き　11月９日㈰午前10時～午後３時
ところ　教育情報センター
内　容　・無料歯科相談
　　　　・フッ化物塗布
　　　　・在宅歯科医療連携室のPR
　　　　・お子さまの図画展示会
　　　　・歯磨きグッズのプレゼント

　成年後見制度を利用する適切なタイミングは事例ごとに異なります。事前に、下記の窓口へ相談して
ください。
　・介護高齢課地域包括支援センター	 （☎75−8937）
　・福祉課障がい者基幹相談支援センター	（☎75−5830）
　・社会福祉協議会生活支援課	 （☎62−7756）

20代

56.9

R4年度 R5年度 R6年度

72.3 67.4
71.1

83.0
72.2

78.375.6

100

80

60

40

20

0

75.9

30代 40代

20代

56.4

78.9
84.3 87.0

74.2

100

80

60

40

20

0

82.7

40代 50代 70代60代30代

表１　歯肉に炎症所見を有する人の割合（％）

村上市岩船郡歯科医師会
会長
　佐藤　鶴英　先生

表２　令和６年度補助的清掃用具使用率（％）

成年後見人などがお金の出し入れを
一緒に考え、支払いを代わりにして
くれます。

成年後見人などが分かりやすく説明
してくれたり、必要のない高額な契
約を結んでしまった場合は契約を取
り消してくれます。

成年後見人などが生活していく中で、
お金の管理や暮らしに必要な契約を一
緒に考え、必要な支援をしてくれます。

親族
（身近な支援者）

専門職
（弁護士や司法書士、�
社会福祉士など）

法人
（社会福祉協議会など）

市民後見人
（専門的な勉強をし

た市民）
成人・妊婦歯科健診結果より

成人歯科健診結果より

こんなサポートが受けられます
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　９月28日㈰、瀬波温泉・笹川流れを舞台に「2025村上・笹川流れ国際トライアスロン大会」が開催されま
した。全国から集まった選手たちがスイム・バイク・ランで競い合い、沿道は声援と熱気に包まれました。
　地元の皆さまの温かい応援とボランティアの献身的な支えにより、大会は盛況のうちに終了しました。
参加いただいた選手の皆さま、市民の皆さま、ボランティアの皆さま、ありがとうございました。

　一人暮らしの高齢者などに緊急通報装置などを貸与して、自宅での急病や火災などの緊急時に、電話回
線によりコールセンターと直接つながる救護体制作りを支援しています。

対象者
　・一人暮らしの高齢者世帯または高齢者のみの世帯
　・一人暮らしの重度障がい者世帯または重度障がい者のみの世帯
　・高齢者と重度障がい者のみの世帯
利用料金
　利用者の身体状況などにより、利用料金が決まります。
借用の申請・問い合わせ先
　介護高齢課高齢者支援室または各支所地域振興課地域福祉室

【貸与する機器やサービス内容】
貸与する機器 サービス内容

緊
急
通
報
装
置

本
体
装
置

（
※
１・※
２
）

【固定電話回線用または携帯電話回線用】
緊急ボタンを押すと24時間対応のコールセンターにつながります。状
況に応じてコールセンターから家族や協力員（※３）に連絡したり、
救急車を要請します。また、相談ボタンを押すと健康上の相談なども
できます。

ペ
ン
ダ
ン
ト

型
装
置 緊急ボタンがついた防水機能付き「ペンダント型」の装置で、お風呂

や家の中の離れた場所でも使用できます。

安
否
セ
ン
サ
ー

【居間や寝室、玄関などに設置】
赤外線による人感センサーで利用者の動きを感知します。一定時間利
用者に動きがない場合には、自動でコールセンターに通報します。

火
災
警
報
器

【寝室など１カ所に設置】
煙を感知すると警報音と同時に自動でコールセンターに通報します。

※１　固定電話をお持ちでない人でも、携帯電話をお持ちであればサービスを利用することができます
※２　固定電話と携帯電話の両方をお持ちの場合、原則、固定電話回線用の本体装置を使用します
※３　協力員は、緊急時に対応できる近所の人や親族などで申請時に２人以上登録する必要があります

　■エイジ総合
45位 齋藤　勉
118位 高橋　一仁
137位 高橋　健
215位 大滝　拓也
217位 大倉　晃
227位 鈴木　謙輔
229位 瀬賀　吉幸

295位 宗田　一雄
346位 淺野　宏
403位 高橋　洋
414位 佐藤　親一
421位 鈴木　敏明
472位 天井　秀昭

　■リレー
9位 有頂天
15位 Ｋ feat.T
18位 麦汁海賊団

高齢者・重度障がい者のみでお住まいの人やその家族へ
“緊急通報システム”をご利用ください
問介護高齢課高齢者支援室（☎75−8935）

ホームページ

2025村上・笹川流れ国際トライアスロン大会結果
問村上・笹川流れ国際トライアスロン大会実行委員会事務局（☎53−3399）

ホームページ

【緊急通報システムイメージ図】

（コールセンター）

②確認要請 ③救急車出動①緊急通報

②救急要請

③訪問確認
（協力員・親族） （緊急通報利用者）

（救急）

市内選手の結果
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お知らせ

〈有料広告〉〈有料広告〉

子育て支援センターイベント情報
子育てを もっと楽しく♪

イベント情報はコチラから

親子で楽しめるイベントや季節の遊び、交流会
など、子どもも大人も笑顔になれる企画がいっ
ぱいです。
ぜひ、お気軽に参加してください。

問こども課子育て政策室（☎53－3201）

利
用
頻
度
の
少
な
い
踏
切
を
冬

期
間
通
行
止
め
に
し
ま
す

【
全
面
通
行
止
め
に
す
る
踏
切
】

時
10
月
20
日
㈪
〜
令
和
８
年
３
月
４

日
㈬
（
予
定
）

・
羽
越
本
線
（
長
政
）

時
11
月
25
日
㈫
～
令
和
８
年
３
月
17

日
㈫
（
予
定
）

・�

米
坂
線
（
荒
島
、
第
１
新
田
、
揚

水
場
、
藤
沢
）

時
12
月
８
日
㈪
～
令
和
８
年
３
月
４

日
㈬
（
予
定
）

・�

羽
越
本
線
（
名
割
、
松
沢
、
第
一

飯
岡
、
石
川
、
中
江
）

・
米
坂
線
（
佐
々
木
）

【
車
両
通
行
止
め
に
す
る
踏
切
】

時
12
月
８
日
㈪
～
令
和
８
年
３
月
４

日
㈬
（
予
定
）

・
羽
越
本
線
（
佐
々
木
）

他
降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
期
間
が

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
新
潟
支
社　

村
上
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
53

‐
２
２
３
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

は
、市
民
課
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

本
人
確
認
書
類
を
準
備
し
て
来
庁
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
人
が
来
庁

で
き
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
民
課
市
民
年
金
室

（
☎
75
‐
８
９
３
０
）

各
種
手
当
を
支
給
し
ま
す

【
特
別
障
害
者
手
当
】

支
給
月
額　
２
万
９
５
９
０
円

対
20
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
人

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

支
給
月
額　
１
万
６
１
０
０
円

対
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必

ホームページ

要
と
す
る
児
童

支
給
月　
２
・
５
・
８
・
11
月

他
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
福
祉
政
策
室

　

（
☎
75
‐
８
９
４
０
）

村
上
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
３

期
）
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す

　
地
域
に
住
む
住
民
が
お
互
い
に
助

け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
を
目
指
し
て

「
村
上
市
地
域
福
祉
計
画
（
第
３

期
）」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
計

画
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め

の
、
日
常
生
活
で
の
課
題
や
地
域
で

の
支
え
合
い
に
関
す
る
考
え
方
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
趣

旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
の
中

か
ら
２
千
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
調
査
票
を
発
送
予
定
で
す

問
福
祉
課
総
合
相
談
室
（
☎
75
‐
８

９
４
１
）

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
の
将
来
像
や
施
策
の
方
向
性
を

記
し
た
「
第
４
次
村
上
市
総
合
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
趣
旨
を
理

ホームページ

解
い
た
だ
き
、
回
答
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
の
中

か
ら
３
千
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
調
査
票
を
発
送
予
定
で
す

問
企
画
戦
略
課
企
画
政
策
室

　
（
☎
75
‐
８
９
２
５
）

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た

　
人
権
擁
護
活
動
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

・
田
島
一
郎　
氏
（
下
鍜
冶
屋
）

問
新
潟
地
方
法
務
局
村
上
支
局

　
（
☎
53
‐
２
３
９
０
）

農
作
物
の
盗
難
被
害
に�

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
今
年
も
農
産
物
が
盗
ま
れ
る
被
害

が
全
国
各
地
で
相
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
今
夏
の
異
常
気
象
な
ど
で
生
産
量

が
減
少
し
た
作
物
や
価
格
が
高
騰
し

て
い
る
作
物
は
、
今
後
更
な
る
被
害

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
大
切
な

農
作
物
を
盗
ま
れ
な
い
た
め
、
倉
庫

の
窓
や
出
入
口
の
施
錠
を
徹
底
す
る

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課
農
業
振
興
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
９
）

今月の市税などの納期限

12月１日㈪

便利で納め忘れのない口座振替をおすすめします

〈有料広告〉 〈有料広告〉

く
ら
し

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
（
☎
53
‐
７
２
２
２
）

11
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪
は
税
を

考
え
る
週
間
で
す

　
税
務
行
政
の
理
解
と
信
頼
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
国
税
庁

で
は
情
報
の
提
供
や
意
見
、
要
望
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
税
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
】

時
11
月
11
日
㈫
～
17
日
㈪

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
他

内
中
学
生
・
高
校
生
の「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」入
選
作
品
の
展
示
な
ど

他
申
告
な
ど
の
税
務
相
談
を
事
前
予

約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
村
上
税
務
署（
☎
53
‐
３
１
４
１
）

　
※�

自
動
音
声
案
内
「
２
」
を
選
ん

で
く
だ
さ
い

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す

　

11
月
14
日
㈮
は
、
世
界
糖
尿
病

デ
ー
と
し
て
日
本
を
含
む
約
１
６
０

カ
国
で
糖
尿
病
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
は
自
覚

症
状
が
乏
し
い
た
め
、
受
診
に
つ
な

が
り
に
く
く
、
ま
た
、
受
診
し
て
も

治
療
を
中
断
す
る
患
者
さ
ん
が
多
い

こ
と
が
課
題
で
、
特
に
、
働
き
盛
り

の
年
代
で
、
こ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。治
療
を
中
断
し
て
放
置
す
る
と
、

人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

の
回
答
期
限
を
延
長
し
ま
す

　
10
月
上
旬
に
市
内
在
住
の
２
千
人

を
対
象
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
し

た
。
提
出
期
限
を
11
月
10
日
㈪
ま
で

延
長
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
回
答
さ
れ

て
い
な
い
人
は
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
ま
た
は
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
生
活
人
権
室�

（
☎
53
‐
３
３
６
３
）

11
月
９
日
㈰
～
15
日
㈯
は
秋
の

火
災
予
防
運
動
「
急
ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止
め　
準
備
よ
し
」

　
こ
れ
か
ら
冬
期
間
に
か
け
て
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
暖
房
器
具
な

ど
の
点
検
を
行
い
、
火
災
予
防
に
努

腎
不
全
や
脳
梗
塞
、
失
明
な
ど
を
引

き
起
こ
し
、
命
や
生
活
の
質
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
早
期
治

療
と
生
活
改
善
の
継
続
が
重
要
な
病

気
で
す
。
症
状
が
な
く
と
も
年
に
１

回
は
定
期
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

問
村
上
保
健
所
地
域
保
健
課

　
（
☎
53
‐
８
３
６
８
）

11
月
15
日
㈯
は
狩
猟
解
禁
日
で
す

　
狩
猟
解
禁
日
か
ら
数
日
間
は
銃
器

に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。狩
猟
す
る
人
は
、

銃
器
の
扱
い
に
注
意
し
て
、
使
用
の

際
は
周
囲
の
安
全
を
十
分
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
野
山
を
散
策
す
る
人
は
、

目
立
ち
や
す
い
服
装
で
行
動
し
、
ラ

ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
機
器
を
身
に
つ

け
て
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
※�

狩
猟
解
禁
期
間
は
令
和
８
年
２

月
15
日
㈰
ま
で
。
た
だ
し
、
イ

ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
令
和

８
年
３
月
15
日
㈰
ま
で

問
村
上
保
健
所
衛
生
環
境
課

　
（
☎
53
‐
８
３
７
１
）

・国民健康保険税� 第５期
・介護保険料� 第５期
・後期高齢者医療保険料� 第８期

お知らせ
Information
市報むらかみ�
ホームページ�

■省略記号
■時日時・期間　■場場所　■内内容　■講講師　■対対象　■定定員・募集人数
■￥料金・参加費　■持持ち物　■申申し込み　■問問い合わせ　☎電話�
■ＦFAX　■Ｍメール　■他その他
注）�■対どなたでも　■定特になし　■￥無料　■申不要（直接会場へ）の�
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ひきこもりで悩んでいませんか？
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お知らせ

雑
草
対
策
・
有
機
栽
培�

水
稲
勉
強
会

　
化
学
農
薬
に
頼
ら
ず
、
持
続
可
能

な
稲
作
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
微
生

物
の
力
を
活
用
し
た
Ｅ
Ｍ
菌
の
栽
培

方
法
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
解
説
し

ま
す
。

時
11
月
８
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

￥
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

定
40
人

他
勉
強
会
終
了
後
、
正
午
か
ら
ラ
ン

チ
会
を
行
い
ま
す
。（
参
加
費
１

０
０
０
円
、
希
望
者
の
み
）

問 

申
前
日
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
わ
ふ

ね
地
域
エ
コ
セ
ン
タ
ー
（
加
藤
☎

０
９
０
‐
７
６
３
７
‐
９
１
２

０
）

人
形
浄
瑠
璃
猿
八
座
村
上
公
演

時
11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

開
場　
午
後
１
時

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

内
小
泉
八
雲
原
作「
怪
談
」よ
り「
む

じ
な
」「
耳
な
し
芳
一
」、新
作「
桃

太
郎　
昔
話
」

￥
２
５
０
０
円
（
高
校
生
１
０
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
）

問 

申
人
形
浄
瑠
璃
を
楽
し
む
会

　

�

（
田
村
☎
０
９
０
‐
２
５
４
４
‐

６
５
０
０
）

さ
ん
ぽ
く
祭

時
11
月
９
日
㈰

［
文
化
部
門
］午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
※�

８
日
㈯
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
も
開
催
し
て
い
ま
す

［
芸
能
部
門
］午
前
10
時
～
午
後
２
時

［
産
業
部
門
］午
前
９
時
30
分
～

　
午
後
２
時

場［
文
化
・
産
業
部
門
］山
北
総
合
体

育
館

　
［
芸
能
部
門
］さ
ん
ぽ
く
会
館

内［
文
化
部
門
］さ
ん
ぽ
く
小
学
校
児

童
や
山
北
文
化
協
会
会
員
の
作
品

展
示
な
ど

　

�［
芸
能
部
門
］山
北
地
域
の
郷
土
芸

能
、
日
本
国
太
鼓
、
大
正
琴
な
ど

　

�［
産
業
部
門
］軽
ト
ラ
市
、
特
産
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
山
北
支
所
産
業
建
設
課
産
業
観
光

室
（
☎
77
‐
３
１
１
５
）

塩
野
町
ま
ち
協　
秋
の
収
穫
祭

　
地
域
の
特
産
品
や
新
鮮
な
野
菜
、

郷
土
の
料
理
な
ど
秋
を
感
じ
ら
れ
る

ブ
ー
ス
が
多
数
出
店
予
定
で
す
。

時
11
月
16
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
旧
塩
野
町
小
学
校

　
※�

駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
乗
り

合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
朝
日
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興

室
（
☎
72
‐
６
８
８
１
）

日
本
将
棋
連
盟
村
上
支
部�

竜
王
戦　
将
棋
大
会

時
11
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

　
受
付　
午
前
９
時
～

場
神
林
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

定
30
人
（
先
着
順
）

￥
２
０
０
０
円（
会
員
１
５
０
０
円
）

他
ル
ー
ル
は
日
本
将
棋
連
盟
に
準
拠

し
ま
す

問 

申
11
月
10
日
㈪
ま
で
に
日
本
将

棋
連
盟
村
上
支
部
（
斉
藤
☎
０
８

０
‐
４
２
０
３
‐
４
９
１
６
）

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　
村
上
市
・
関
川
村
で
の
採
用
を
予

定
す
る
企
業
が
、
事
業
所
ご
と
の
特

徴
や
募
集
条
件
、相
談
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
17
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

対
介
護
職
を
希
望
す
る
求
職
者

他
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問 

申
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
上

　
（
☎
53
‐
４
１
４
１
）

介
護
予
防
講
演
会�

い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
く

た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防
！

　
足
腰
の
痛
み
へ
の
対
応
方
法
や
自

宅
で
で
き
る
体
操
な
ど
、
元
気
に
過

ご
す
た
め
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

時
11
月
17
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

講
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授

　
佐
藤
成
登
志　
氏

定
２
０
０
人

問
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
75
‐
８
９
３
７
）

縄
文
の
里　
ト
チ
餅
づ
く
り

時
11
月
22
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
20
人
（
先
着
順
）

￥
８
０
０
円
（
材
料
費
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申 

問
11
月
15
日
㈯
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
５

第
37
回
カ
ポ
タ
ス
ト
定
期
演
奏
会

時
11
月
29
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

　
開
場　
午
後
１
時

場
総
合
文
化
会
館

曲
目　
い
つ
も
何
度
で
も
、
い
の
ち

の
歌
、
銀
河
鉄
道
９
９
９
他

他
・�

平
林
小
学
校
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
と
の
共
演
が
あ
り
ま
す

　
・�

文
化
会
館
と
朝
日
支
所
の
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ギ
タ
ー
同
好
会
カ
ポ
タ
ス
ト

　
（
西
坂
☎
53
‐
３
６
１
１
）

越
後
村
上
鮭
塩
引
き
街
道

　
家
々
の
軒
下
に
鮭
が
下
げ
ら
れ
、

寒
風
に
さ
ら
さ
れ
発
酵
・
熟
成
し
て

い
く
「
塩
引
き
鮭
」
は
村
上
の
鮭
文

化
を
代
表
す
る
風
景
で
す
。

時
12
月
１
日
㈪
～
20
日
㈯

場
庄
内
町
・
小
町
地
区
内

問
村
上
駅
前
観
光
案
内
所

　
（
☎
53
‐
２
２
５
８
）

講
座
「
村
上
祭
の
屋
台
行
事　

そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
」

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
拡
張
提

案
候
補
に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
村
上

祭
の
屋
台
行
事
」
を
解
説
し
ま
す
。

時
12
月
６
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
三
の
丸
記
念
館

講
館
長　
建
部
昌
文　
氏

定
40
人
程
度

￥
３
０
０
円
（
資
料
代
）

他
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館
の
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

申
12
月
２
日
㈫
ま
で
に
お
し
ゃ

ぎ
り
会
館
（
☎
52
‐
１
３
４
７
）

小
型
特
殊
自
動
車
は
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
申
告
が
必
要
で
す

　
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
な

ど
の
農
耕
作
業
用
自
動
車
や
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
な
ど
の
う
ち
、
小
型
特
殊

自
動
車
に
該
当
す
る
車
輌
は
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
で
す
。

所
有
し
て
い
る
人
（
法
人
含
む
）
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
以
前
か
ら
所
有
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
課
税
（
最
大
３
年
分
）
さ

れ
ま
す
。

※�

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
農

耕
作
業
用
ト
レ
ー
ラ
は
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い

例�

マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
（
堆
肥
散

布
機
）、
ス
プ
レ
ー
ヤ
（
薬
剤
散

布
機
）
な
ど

問
税
務
課
収
納
対
策
室

　
（
☎
53
‐
３
３
６
１
）

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
生
活
に
お
困
り
の
方
を
支
援
す
る

た
め
、
家
庭
に
あ
る
常
温
保
存
可
能

で
賞
味
期
限
が
２
週
間
以
上
、
未
開

封
の
食
品
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

　
11
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
市
役
所
、
各
支
所
（
正
面
玄
関
・

ロ
ビ
ー
な
ど
）

問
福
祉
課
総
合
相
談
室

　

（
☎
75
‐
８
９
４
１
）

優
良
・
優
秀
運
転
者
表
彰

【
表
彰
種
別
】

・
優
良
運
転
者
表
彰
（
地
区
）

　
10
年

・
優
秀
運
転
者
表
彰
（
県
）

　
20
・
30
・
40
・
50
年

【
運
転
経
歴
の
年
数
計
算
方
法
】

　
令
和
８
年
４
月
６
日
㈪
現
在
で
計

算【
表
彰
資
格
】

　
申
請
す
る
各
表
彰
年
数
以
上
の
運

転
経
歴
を
有
し
、
そ
の
間
、
継
続
し

て
無
事
故
・
無
違
反
の
人

持
印
鑑
、
免
許
証
、
受
賞
歴
が
分
か

る
も
の

問 

申
12
月
19
日
㈮
ま
で
に
村
上
地

区
交
通
安
全
協
会
（
村
上
警
察
署

内
☎
52
‐
７
６
０
４
）
ま
た
は
市

民
課
生
活
人
権
室
（
☎
53
‐
３
３

６
３
）、
各
支
所
地

域
振
興
課
市
民
生

活
室

令
和
８
年
度　
村
上
市
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す

　
令
和
８
年
４
月
に
大
学
や
短
大
・

専
修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
へ

進
学
や
在
学
す
る
お
子
さ
ん
な
ど

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

な
人
へ
選
考
の
上
、
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
期
間　
令
和
８
年
４
月
か
ら

　
最
短
修
学
年
限
の
終
期
ま
で

応
募
期
間　
令
和
８
年
１
月
５
日
㈪

～
２
月
27
日
㈮

他
申
込
資
格
や
金
額
、
返
還
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問 �

申
学
校
教
育
課
未�

来
の
学
校
創
造
室

　
（
☎
75
‐
８
０
３
３
）

令
和
８
年
度　
医
学
生
修
学
資
金
貸

与
制
度
の
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

貸
与
期
間　
令
和
８
年
４
月
か
ら

　
最
長
６
年
間

応
募
期
限

　
令
和
８
年
３
月
13
日
㈮

他
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所

地
域
振
興
課
地
域
福
祉
室
に
備
え

付
け
の
資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 �

申
保
健
医
療
課�

健
康
医
療
政
策
室

　
（
☎
75
‐
８
９
３
４
）

高
齢
者
世
帯
の
雪
下
ろ
し
な

ど
、
除
雪
作
業
が
で
き
る
事
業

者
の
名
簿
を
作
成
し
ま
す

募
集
期
間　
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

募
集
要
件

・�

市
内
で
雪
下
ろ
し
な
ど
の
除
雪
作

業
が
で
き
る
事
業
者
な
ど

・�

事
前
に
除
雪
作
業
の
見
積
り
と
費

用
の
説
明
が
で
き
る
こ
と

　
※�

市
は
業
者
の
斡
旋
は
行
い
ま
せ
ん

問 

申
介
護
高
齢
課
高
齢
者
支
援
室

（
☎
75
‐
８
９
３
５
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー�

会
員
募
集

入
会
条
件　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人

年
会
費　
１
０
０
０
円
（
他
互
助
会

費
５
０
０
円
）

他
入
会
を
希
望
す
る
人
は
説
明
会
へ

の
参
加
が
必
要
で
す
。
会
場
や
日

時
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
村
上
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
村
上
事
務
所

（
☎
53
‐
６
４
８
６
）、
神
林
・
荒

川
事
務
所
（
☎
62
‐
１
３
０
３
）、

朝
日
事
務
所
（
☎
75
‐
５
０
３

０
）、
山
北
事
務
所
（
☎
77
‐
４

５
６
７
）

特
別
展�

小
和
田
恆
さ
ん
ゆ
か
り
の
品
々

　
国
際
司
法
裁
判
所
所
長
や
外
務
事

務
次
官
を
歴
任
さ
れ
た
小
和
田
恆
さ

ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な

品
々
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

時
11
月
８
日
㈯
～
令
和
８
年
２
月
23

日（
月
・
祝
）

場
歴
史
文
化
館

入
館
料　
２
０
０
円
（
小
中
高
校
生

１
０
０
円
）

問
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館

　
（
☎
52
‐
１
３
４
７
）

「
北
前
船
」
歴
史
講
演
会

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

「
北
前
船
」
の
歴
史
に
つ
い
て
、
村

上
地
域
と
日
本
海
海
運
、
新
潟
湊
と

の
関
係
を
紹
介
し
て
、「
北
前
船
」

の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

時
11
月
８
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

講
新
潟
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員

　
安
宅
俊
介　
氏

定
２
０
０
人

問
生
涯
学
習
課
文
化
行
政
推
進
室

　
（
☎
53
‐
７
５
１
１
）

募
　集

ホームページホームページ

も
よ
お
し

ホームページ

ホームページ

「大切ないのち」を守るために…
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お知らせ

縄
文
の
里　
そ
ば
打
ち
体
験
①

時
12
月
６
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

場
縄
文
の
里
・
朝
日

定
10
人
（
先
着
順
）

￥
２
千
円
（
材
料
費
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
余
っ
た
ソ

バ
を
入
れ
る
容
器

問 

申
11
月
30
日
㈰
ま
で
に
縄
文
の

里
・
朝
日
（
☎
72
‐
１
５
７
７
）

昭
子
さ
ん
シ
リ
ー
ズ�

ク
リ
ス
マ
ス
ス
イ
ー
ツ

時
12
月
６
日
㈯
午
前
９
時
15
分
～
正
午

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

定
15
人
（
先
着
順
）　

￥
３
８
０
０
円

問 

申
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
希
楽
々

（
☎
66
‐
８
１
１
９
）

大
池
の
鳥
を
見
る
会

時
12
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
お
幕
場
大
池
公
園

内
大
池
で
観
察
で
き
る
野
鳥
を
、
会

員
が
説
明
し
ま
す
。

対
野
鳥
に
興
味
が
あ
る
人

他
観
察
に
必
要
な
図
鑑
、
ス
コ
ー
プ

は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
。

問
村
上
野
鳥
の
会

　
（
佐
藤
☎
52
‐
１
９
０
８
）

伝
統
料
理
シ
リ
ー
ズ�

飯
ず
し
づ
く
り
教
室

時
12
月
13
日
㈯

　
午
前
９
時
20
分
～
11
時
45
分

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

定
12
組
（
先
着
順
）

￥
５
５
０
０
円

問 

申
12
月
３
日
㈬
ま
で
に
希
楽
々

（
☎
66
‐
８
１
１
９
）

日
本
漢
字
能
力
検
定

時
令
和
８
年
１
月
31
日
㈯

　
※
受
検
級
に
よ
り
時
間
が
異
な
り
ま

す場
神
林
総
合
体
育
館

定
１
０
０
人
（
先
着
順
）

検
定
料

・
２
級　
　
　
　
３
５
０
０
円

・
準
２
～
４
級　
２
５
０
０
円

・
５
級
～
７
級　
２
０
０
０
円

・
８
級
～
10
級　
１
５
０
０
円

問 

申
12
月
22
日
㈪
ま
で
に
検
定
料

を
希
楽
々
（
☎
66
‐
８
１
１
９
）

Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
バ
ッ
グ
作
り�

（
３
回
コ
ー
ス
）

時
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
15
分
～
４
時

　
※�

材
料
を
準
備
す
る
の
で
、
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

場
村
上
体
育
館

￥
４
千
円
（
会
員
３
千
円
）

　
※
材
料
費
含
む
３
回
分
の
料
金

問 

申
ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み

　
（
☎
52
‐
６
３
１
１
）

日
本
赤
十
字
社
健
康
生
活
支
援

員
養
成
講
習
会

時
11
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
村
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
日
本
赤
十
字
社
健
康
生
活
支
援

　
講
習
指
導
員

定
20
人
程
度
（
先
着
順
）

　
※
高
校
生
以
上

￥
９
０
０
円
（
教
材
費
な
ど
）

他
全
課
程
を
修
了
し
、
試
験
に
合
格

し
た
人
に
は
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
１
１
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問 
申
11
月
17
日
㈪
ま
で
に
赤
十
字

安
全
奉
仕
団
村
上
市
分
団
事
務
局

　

�
（
佐
藤
☎
０
９
０
‐
４
６
０
１
‐

９
９
６
０
）

読
み
聞
か
せ
講
座�

～
伝
わ
る
、
楽
し
む
お
話
し
会
～

　
聞
き
手
も
、
読
み
手
も
、
楽
し
く

な
る
お
話
し
会
。
滑
舌
、
発
声
練
習

か
ら
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
群
読
や
読

み
聞
か
せ
の
工
夫
の
仕
方
な
ど
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

時
【
第
１
回
】
12
月
３
日
㈬

　
【
第
２
回
】
12
月
８
日
㈪

　
※
連
続
２
回
講
座
で
す

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

講
ソ
フ
ィ
ア
の
森　
認
定
音
読
指
導

士　
齋
藤
ま
ど
か　
氏

定
30
人
（
先
着
順
）　
持
筆
記
用
具

申
11
月
４
日
㈫
～
25
日
㈫
ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
、
所
属
す
る

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
中
央
公
民
館

　

（
☎
53
‐
２
４
４
６
）

令
和
７
年
分
決
算
等
説
明
会

　

決
算
の
仕
方
や
青
色
申
告
決
算

書
・
収
支
内
訳
書
作
成
時
の
注
意

点
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど

を
説
明
し
ま
す
。

【
営
業
所
得
者
】

時
12
月
11
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

【
農
業
所
得
者
】

時
12
月
11
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
消
費
税
課
税
事
業
者
】

時
12
月
12
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

場
マ
ナ
ボ
ー
テ
村
上

定
各
20
人
（
先
着
順
）

問 

申
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に

村
上
税
務
署（
☎
53
‐
３
１
４
３
）

保
護
者
や
家
族
の
た
め
の
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談
会

時
11
月
16
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
村
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

の
講
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
関

係
機
関
へ
の
紹
介
な
ど

対
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人

（
中
学
生
～
20
代
ま
で
）
の
家
族

な
ど

問 

申
11
月
12
日
㈬
ま
で
に
福
祉
課

総
合
相
談
室（
☎
75
‐
８
９
４
１
）

暮
ら
し
の
お
困
り
ご
と
相
談
所

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
困
り

事
や
悩
み
事
の
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

時
11
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

場
イ
オ
ン
村
上
東
店

他
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
福
祉
課
総
合
相
談
室

　
（
☎
75
‐
８
９
４
１
）

保
育
士
就
職
相
談
会

時
12
月
２
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時
50
分

場
あ
ら
か
わ
保
育
園

内
市
内
保
育
施
設
へ
の
就
職
（
復

職
）
の
相
談

講
座・教
室

電子申請

相
　談

対
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は

取
得
見
込
み
の
人

定
15
人
（
先
着
順
）

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
こ
ど
も
課
子

育
て
支
援
室（
☎
53
‐
３
３
６
２
）

問
新
潟
県
保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
７
２
）

Ａ
Ｊ
Ｓ
Ａ�

全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
権
大
会

時
11
月
８
日
㈯
予
選

　
11
月
９
日
㈰
準
決
勝
・
決
勝

場
ブ
ル
ボ
ン
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
村
上

内
ス
ト
リ
ー
ト
種
目
で
全
国
９
ブ

ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア

サ
ー
キ
ッ
ト
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
上
位
入
賞
者
が
競
い
合
い
ま
す
。

他
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
大
会
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー�

ツ
推
進
室

　
（
☎
53
‐
８
８
０
２
）

第
12
回
愛
ラ
ン
ド
カ
ッ
プ�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時
12
月
７
日
㈰

　
受
付　
午
前
８
時
15
分
～

場
朝
日
総
合
体
育
館

定
８
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

ス
ポ
ー
ツ

ホームページ

かたるんカフェ リハ大オレンジカフェ こころろカフェ
時

26日㈬
午後１時30分～３時30分

18日㈫
午後１時30分～３時

20日㈭
午後２時～３時30分

場 マナボーテ村上 新潟リハビリテーション大学 村上はまなす病院
￥ 100円 無料
申 要 無
対 認知症の人やその家族、介護をしている人、家族の介護に備えておきたい人
問 介護高齢課地域包括支援センター（☎75−8937）

11月の認知症カフェ 対
高
校
生
以
上
の
男
性

￥
４
千
円
（
１
チ
ー
ム
）

問 

申
11
月
21
日
㈮
ま
で
に
愛
ラ
ン

ド
あ
さ
ひ
（
☎
72
‐
１
４
４
５
）

11月５日は津波防災の日です
■問総務課危機管理室（☎53-3365）

津波の高さ 取るべき行動 避難のポイント

大
津
波
警
報

10m超 •�巨大な津波が襲い、木造家屋が全壊、
流出し、人は津波による流れに巻き
込まれます。沿岸部や川沿いにいる
人は、ただちに高台など安全な場所
へ避難してください。

•�震度４以上の強い揺れや弱くても長い揺れを
感じたときは、すぐに避難を開始しましょう。
•�津波は長い時間くり返し襲ってきます。注意
報や警報が解除されるまでは、避難を続けま
しょう。
•�津波は沿岸の地形などの影響により、局所的
に予想より高くなる場合があります。
•�日本海側では、地震の規模のわりに津波が高
く、到達が早くなる傾向があります。
•�津波の前に必ず引き潮あるとは限りません。
•�日頃から避難場所、避難経路の確認を行い、非
常持ち出し品などの準備をしておきましょう。

10m

５m

津
波
警
報

３m
•�沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
に高台など安全な場所へ避難してく
ださい。

津
波
注
意
報

１m
•�海の中にいる人はただちに海から上
がって、海岸から離れてください。
•�沿岸部や川沿いにいる人は注意して
ください。

※地震の規模によって、予想される津波の高さが発表されます

　東日本大震災の津波被害を教訓として、津波から国
民の生命を守ることを目的に「津波対策の推進に関す
る法律」が制定され、毎年11月５日が津波防災の日と
定められています。
　この機会に村上市津波ハザードマップなどを参考に
して、津波浸水想定の有無や津波の到達時間などを確
認するとともに、下の表を確認して津波の防災につい
て考えてみましょう。

出典：内閣府ホームページ
（https://www.cao.go.jp/press/new_wave/20231027.html）
「11月5日は津波防災の日世界津波の日」（内閣府）

ホームページ
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お知らせ

令和８年度「市の一般封筒」に掲載する有料広告を募集します
■問財政課契約検査室（☎75−8923）

下水道マンホール蓋に掲載する有料広告を募集します
■問上下水道課業務室（☎66−6190）

令和８・９年度　入札参加資格審査申請（定期申請）を12月１日㈪から受け付けます
■問財政課契約検査室（☎75−8923）

令和９年４月開校予定「あさひ小学校」の校章デザインを募集します
■問学校教育課未来の学校創造室（☎75−8033）

　一般封筒は、市民へさまざまなお知らせをするときに使用する封筒です。
【募集する広告】
広告を掲載
す る 封 筒 広告掲載枠の規格 掲載イメージ

（封筒裏面） 作成予定枚数 募集枠 掲載料
（１枠）

洋形４号 縦4.0㎝×横6.0㎝
単色刷 140,000枚 ３枠 90,000円

長形３号 縦4.5㎝×横9.0㎝
単色刷 65,000枚 ４枠 50,000円

角形２号 縦6.0㎝×横9.0㎝
カラー（４色刷） 20,000枚 ６枠 30,000円

【広告掲載期間】　令和８年６月～令和９年３月（予定）
【対 象 者】　法人または個人の事業者で、市税などの滞納がないこと
【申込期間】　�11月28日㈮午後５時までに、申込書（市ホームページから取得するか財政課窓口で配布）

に必要書類を添えて財政課へ提出してください。
【そ の 他】　必要書類や掲載できる広告の範囲などは市ホームページをご覧ください。

　地域経済の活性化や下水道の普及促進、自主財源確保
などを目的に、市の下水道マンホール蓋に掲載する有料
広告を募集します。

◆設置予定場所
　・道の駅神林（穂波の里）
　・道の駅笹川流れ（夕日会館）
　・教育情報センター前の市道

◆募集期間（予定）
　11月４日㈫～12月24日㈬
　※�募集状況などにより変更する場合があります。変更
となった場合は、市ホームページでお知らせします

◆募集方法、掲載料など
　11月４日㈫以降、市ホームページでお知らせします。

　令和８・９年度に市が発注する「建設工事」「建設コンサルタント等」「物品調達」「業務委託」の入札
や随意契約の見積りに参加を希望する場合は、「入札参加資格審査申請書」を提出してください。
　詳しくは、市ホームページに掲載する申請要領を確認してください。

申請区分 内容
建設工事 土木一式工事、建築一式工事、管工事など
建設コンサルタント等 建設コンサルタント、一級建築設計、測量など
物品調達 機械、車両、消耗品、リースなど
業務委託 清掃業務、施設管理業務など
小規模工事 小規模な工事（200万円以下）

※建設工事で申請する場合は、小規模工事の申請はできません
［受付期間］　12月１日㈪～令和８年１月16日㈮
［申請方法］　�申請書類を財政課契約検査室に持参するか郵送または宅配便により提出してください。�

申請書類は、市ホームページ（「入札・契約情報」から検索）から取得できます。

　小川小学校と朝日みどり小学校が令和９年４月に統合して開校予定の「あさひ小学校」の校章デザイ
ンを募集します。
［応募資格］　どなたでも応募できます。
［募集期間］　11月１日㈯～令和８年１月30日㈮　※当日消印有効
［表　　彰］　採用候補作品応募者には、賞状と記念品を贈呈します。
［応募方法］
　�　応募用紙またはA４サイズの縦置きのものに必要事項を記入のうえ、持参するか郵送、メールで提
出してください。なお、応募用紙や募集要項は市ホームページから取得できるほか、学校教育課、各
教育事務所に備え付けています。
［提出先］
　〒958−0292　村上市岩沢5611番地
　小川小学校・朝日みどり小学校統合推進委員会事務局（未来の学校創造室内☎75−8033）
　Ｍ gakko−s@city.murakami.lg.jp

ホームページ

ホームページホームページ

ホームページ

パブリックコメント「皆さんのご意見をお聞かせください」
■問企画戦略課企画政策室（☎75−8925）

　意見書の提出など詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。
案件名　過疎地域持続的発展計画（案）
■期11月５日㈬～25日㈫
閲覧場所　企画戦略課企画政策室または各支所地域振興課自治振興室
　　　　　※市ホームページからも閲覧できます

ホームページ

※�広告の欄外に、市
章または「村上市」
を表示します

ひまわりのことなら
当社にお任せ!!

◇◇◇株式会社

村上市

イメージ図

専用蓋に広告を印刷した専用
シールを貼り付けますので、自
由なデザインが可能です！

配偶者やパートナーからの暴力に１人で悩んでいませんか？
■問福祉課総合相談室（☎75−8941）

　11月12日㈬から25日㈫は、国の男女共同参画推進本部が定めた「女性に対する暴力をなくす運動」
期間です。期間中、この運動のシンボルであるパープルリボンの色にちなみ、全国各地のタワーなどを
ライトアップして、女性への暴力の根絶を広く呼びかけます。配偶者やパートナーからの身体的・精神
的な暴力などに悩んでいる人は、一人で抱え込まずに相談してください。

「女性に対する暴力をなくす運動」オンラインセミナー性暴力を考える講演会
自分らしく生きること～勇気の一歩と支え合い～

■時11月21日㈮午後２時～４時
■場神林農村環境改善センター
■定50人（先着順）
■問 ■申11月14日㈮までに市民課生活人権室（☎53−3363）
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10/3

9/17

9/13

9/19

袋で育てたサツマイモ
サツマイモ掘り（朝日みどり小学校）

災害を忘れない
小岩内災害学習（小岩内集落公会堂）

地域を愛する心を育てる
青空教室（金屋小学校）

しな布に詳しくなろう
羽越しな布教育授業（さんぽく小学校）

　朝日みどり小学校では畑や花壇などで野菜を栽培して
いましたが、最近は動物による被害があり、屋外で作る
ことが難しくなってきました。今年は、獣害対策として、
中庭で袋を使ってサツマイモを栽培。無事に収穫時期を
迎え、学校ボランティアの方にも参加してもらい収穫し
ました。
　大きなサツマイモを収穫した児童は、「来週の焼き芋が
楽しみ」と嬉しそうに話していました。

　平林小学校の５年生が、総合学習の一環で令和４年８
月の大雨災害を経験した集落の方からの話を聞き、今後
の有事の際に活かすことを目的に開催。
　災害当時の状況を描いた絵本「小岩内のきせき」を使い、
公会堂に一度は避難しましたが、昭和42年の羽越水害の
経験から公会堂では危険だと判断し、高台に二次避難を
したことが奇跡の避難につながったと説明していました。
　集落の方から話を聞いた児童は「今後、災害が発生し
そうな時は今日聞いた話を活かしたいです」と話してい
ました。

　青空教室は、清流「荒川」でのさまざまな体験を通して
「地域を愛する気持ち」を育むために金屋小学校が毎年実
施している体験活動です。当日はあいにくの雨だったため、
校内で開催されましたが、保護者や地域ボランティア、関
係機関の協力のもと、荒川の水生生物や石を観察しました。
　また、昼食では鮎の塩焼きやおにぎりなどを皆さんで味
わい、自然と触れ合う時間を思う存分楽しみました。

　山熊田集落、雷集落で生産され、国指定伝統的工芸品
にも指定されている「羽越しな布」を知ってもらうため、
地域おこし協力隊と集落支援員が講師となり、さんぽく
小学校の４年生を対象に教育授業が行われました。
　しな布がしなの木の皮から作られていることや皮を糸
にするまでの工程に時間がかかることを知った児童からは、
将来、しな布生産の仕事に就きたいなどの声も聞こえ、
子どもたちの心に残る授業となりました。

▲大きなサツマイモが収穫できてみんな一安心

▲災害の話を真剣に聞く児童たち

▲荒川にある石の話しを聞く児童

▲支援員と協力隊が講師を務めました

…ニュース番組として市ホームページで動画を配信中

新着図書情報

中央図書館今月の休館日

司書のおすすめ

読み聞かせ

◆ナモナキ生活はつづく（寺
てら

地
ち

はるな）集英社
◆わたしのbe（佐

さ

藤
とう

いつ子
こ

）KADOKAWA

◆ゆれる日本語、それでもゆるがない日本語
� （塩田雄大/著、世界文化社）

 中央図書館 （午前11時～）
１日㈯、８日㈯、11日㈫、15日㈯、
18日㈫、22日㈯、29日㈯

４日㈫、10日㈪、14日㈮、17日㈪、25日㈫

このほかの新着図書や図書館の情報は
右の二次元コードから図書館ホームページへ！

　「卵焼き」と「玉子焼き」正しいのは？読み方や
使い方などが定まらない「ゆれ」る日本語の多様
性を、NHK調査データから考える新感覚エッセイ。

図書館へ行こう!

ホームページ

紹介者
図書館司書O

 荒川図書室 （午前10時～）
23日（日・祝）

県弁護士会法律相談（要予約）
時火曜日午前10時15分～午後０時45分
問新潟県弁護士会（☎025−222−5533）
　または福祉課総合相談室（☎75−8941）
県弁護士会交通事故相談（要予約）
時火曜日午後１時45分～４時15分
問新潟県弁護士会（☎025−222−5533）

出張年金相談（要予約）
時12日㈬・26日㈬午前10時～午後３時
問新発田年金事務所（☎0254−23−2128）
　心配ごと相談の日程については、社協むらかみ
（偶数月発行）をご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
■問社会福祉協議会生活支援課（☎62−7756）

11月の各種相談　※日程は祝日を除く

スマホの相談教室を開催します！
■問企画戦略課デジタル化推進室（☎75-8924）

　スマートフォンの操作方法などの疑問にお答えす
る「スマホの相談教室」を開催します。ご都合のい
い時間に来場してください。
■講地域おこし協力隊　笠井雛乃　隊員
■申不要　■￥無料
■他�一人ずつ相談を受けるため、お待ちいただく場合
があります。ご了承ください。

［スケジュール］
11月11日㈫ マナボーテ村上

午後１時～４時

11月14日㈮ 荒川地区公民館
11月18日㈫ 神林農村環境改善センター
11月25日㈫ 朝日地区公民館
11月26日㈬ マナボーテ村上
11月28日㈮ さんぽく会館

12月１日㈪から山北地域の路線バスが変わります
■問山北地域交通運営協議会事務局（山北支所地域振興課自治振興室内☎77−3111）

・雷・勝木線は山北徳新会病院が保有するバス（10人乗りワゴン車）で（一社）徳洲会が運行します
・バス停を新設します。また、既存のバス停の位置を変更します
　【新設するバス停】雷向村、大谷沢、府屋浜町
　【場所を変更するバス停】雷、遅郷、杉平
・大川谷地区と八幡地区を１つのエリア
　（地区）とし、運賃が安くなります
　（図参照）

・「学生割引」と「乗継券」を廃止します
・�大毎・鼠ヶ関線は増便（１日９便→15便）、雷・勝木線は減便（１日７便→４便）します。これに伴い、
時刻表が大きく変わります
　�詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。なお、11月14日㈮の文書配布で、山北地域の全世
帯へ変更後の時刻表などを配布します

ホームページ
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　村上市食生活改善推進委員（略して食推）は「私達の健康は私達の手で」をスローガンに、市内で
食に関する活動をしています。

≪調理≫村上市食生活改善推進委員　問保健医療課健康サポート室（☎53－3364）

カブの和風ポタージュ

栄養価（１人分）
エネルギー99kcal　たんぱく質3.7g　脂質7.0g　炭水化物6.6g　食塩相当量0.7g
ポイント：カブにはカリウム、ビタミンC、葉っぱにはカルシウムが豊富なので、まるごと上手に使って栄養を取りましょう。

食推おすすめレシピ食推おすすめレシピ

〈材料４人分〉
カブ…３個　カブの葉…少々　玉ねぎ…１/４個　ベーコン…30g
バター…15g　だし汁…300cc　みそ…小さじ２　豆乳…150cc
こしょう…少々
〈作り方〉
①カブは洗って皮をむいて茹で、だし汁と一緒にミキサーにかける。
②カブの葉も茹でて、飾り用に細かく刻む。
③玉ねぎはみじん切りにして、ベーコンはせん切りにする。
④鍋にバターを温め、③を弱火で炒める。玉ねぎが透き通ってきたら、①を入れてアクをとる。
⑤④に豆乳を入れて、温まったらみそを溶き入れる。
⑥器に盛りつけて、カブの葉をちらし、こしょうをかけて完成。

人口と世帯数
（10 月１日現在）

人　口 52,493人（−85）

男 25,222人（−39）

女 27,271人（−46）

世帯数 22,047世帯（−24）

※（　　）は前月比
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※ 9月 11 日から 10 月 10 日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了承を得て掲載しています
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地元食材を利用して適塩でバランスよく食べよう １日当たりの塩分摂取量の目標値
男性7.5g未満　女性6.5g未満

　入職して今年で５年目になります。母が介護
の仕事をしており、「介護の仕事はなくならない」
と話していたことがきっかけで資格を取得しま
した。知人から今の職場を紹介され、現在は訪
問介護を担当しています。子どもが小さいため
時短勤務をしていますが、シフトの希望にも柔
軟に対応していただき、とても感謝しています。
　介護は技術だけでなく、コミュニケーション
も大切な仕事です。一人一人に個性があり、接
し方を工夫しながら日々学んでいます。「ありが
とう」と笑顔で喜んでいただけることが、仕事
を続ける大きな励みになっています。失敗もあ
りますが、それも学びの一つと捉え、気持ちを
切り替えて前向きに取り組むようにしています。
　介護は人と人をつなぎ、地域で暮らす方々を
支える大切な仕事です。大変なこともありますが、
先輩のアドバイスを受けながら充実した毎日を
過ごしています。介護に少しでも興味のある方は、
ぜひ一歩踏み出してみてください。
■人事担当者から一言
　徳洲会グループは「生命だけは平等だ」の理
念の下、誰もが最善の医療を受けられる社会を
目指しています。20代から70代まで幅広い世
代が活躍し、仕事と生活を両立できる職場です。
私たちと共に地域医療を支える仲間になりませ
んか。お気軽にお問い合わせください。

ここで働く
市内企業で働く
ことを選んだ方
のリアルな生活や
働いてみて感じた
ことなどを紹介
しています。

徳洲会グループ
医療法人徳新会山北徳新会病院
住　　所　勝木1340-1
　　　　　（☎60-5555）
設　　立　平成10年２月
従業員数　190人
　　　　（令和７年９月現在）
主な事業内容　医療・介護

渡
わた

辺
なべ

　春
はる

菜
な

 さん

カブは生のまますりおろ
して入れても作れます。
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　わが子の笑顔を皆さんに届
けてみませんか。小学生まで
のお子さんの写真を募集しま
す。（市内在住者に限ります）
①住所
②お子さんの名前（ふりがな）
③生年月日 ④お子さんの性別
⑤保護者氏名 ⑥電話番号
⑦写真（５MB以内）
　をメールで送付してください。
メール：seisaku-k@city.murakami.lg.jp

集まれ！むらかみ元気スマイル

申し込みは
こちらから

 編集後記

ワンモアショット！む ら か み の 話 題

▶つい先日まで猛暑に見舞われていた気がしましたが、急に朝晩の
寒さが冬の訪れを感じる季節となりました。11月といえば、世間
ではポッキーの日（11月11日）が有名ですが、村上市であれば鮭
の日ですね。その他にも、ブラックフライデーや10月から開催し
ている「どんぶり合戦秋・冬編」など、楽しみがいっぱいの季節で
す。皆さんも普段頑張っているご自身へのご褒美として、旬のどん
ぶり、いかがですか？（熊倉）

今月は岩船保育園
のこの2人

板垣依
え

茉
ま

ちゃん　R7.1.27生

（松原町四丁目）
小田妃

ひ

依
よ

莉
り

ちゃん（右）　H31.1.29生
妃
ひ

奈
な

乃
の

ちゃん（左）　R3.11.6生
（塩野町）

八藤後夢
む

生
う

くん（右）　R2.1.16生羽
う

瑠
る

生
は

ちゃん（左）　R6.12.30生（上助渕）冨樫樂
がく

くん　R6.8.17生

（杉原）

しずくしずくちゃんちゃん

好物好物 リンゴ、ブドウ

保育園の先生夢夢

そうせいそうせいくんくん
好物好物 リンゴ、オレンジ

工事現場で働く人夢夢

　村上市の豊かな自然環境を次世代に引き継ぐために開
催している「環境フェスタ村上」。
　市内で環境保全活動に取り組む団体が実行委員会を組
織し、「自然にやさしく 人にやさしく」をテーマに環境
について楽しみながら学べるイベントを開催しました。
　当日は、小雨がちらつく中での開催となりましたが、
親子連れを中心に多くの来場者があり、スタンプラリー
形式で会場を巡りながら展示や体験を通して楽しく「環
境」について学びました。

自然にやさしく 人にやさしく
環境フェスタ村上2025（神林農村環境改善センター）10/５


